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平成２３年川俣町議会第３回定例会会議録

  平成２３年川俣町議会第３回定例会は、３月１０日川俣町役場議場に招集された。

１．応招議員は、次のとおりである。

   １番 高 橋 道 弘 君    ２番 高橋真一郎君    ３番 鴫 原 利 光 君

   ４番 高 橋 道 也 君    ５番 菅 野 清 一 君    ６番 齋 藤 博 美 君

   ７番 昆 久美子君    ８番 菅野意美子君    ９番 新 関 善 三 君

  １０番 黒 沢 敏 雄 君   １１番 三 浦 浩 一 君   １２番 五十嵐謙吉君

  １３番 石 河  清 君   １４番 遠 藤 宗 弘 君   １５番 高野善兵衛君

  １６番 佐藤喜三郎君

２．不応招議員は、次のとおりである。

   なし

３．出席議員は、次のとおりである。

  応招議員と同じである。

４．欠席議員は、次のとおりである。

  不応招議員と同じである。

５．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者は、次のとおりである。

     町    長  古 川 道 郎 君   副 町 長  高 橋  孝 君

     総 務 課 長  仲 江 泰 宏 君   企画財政課長  菅 野 浩 市 郎 君

     町民税務課長  高 橋 良 之 君   会 計 管 理 者  佐 藤 修 一 君

     保健福祉課長  佐 藤 真 寿 夫 君   建設水道課長  沢 井 一 雄 君

     産 業 課 長  沢 口  進 君   教 育 委 員 長  佐 藤 捷 善 君

     教 育 長  神 田  紀 君   こども教育課長  佐 藤 光 正 君

     生涯学習課長  佐 藤 勝 雄 君   総務課長補佐  大 内  彰 君

     監 査 委 員  斎 藤 庸 夫 君

６．職務のため出席した者は、次のとおりである。

     議会事務局長  高 橋 清 美   書    記  橋 本 文 雄

７．会議事件は、次のとおりである。

   会議録署名議員の指名

   会期の決定
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   議案の上程

   町長提案要旨の説明

   請願・陳情の委員会付託

   諸般の報告

 議報告第 １号 例月出納検査の結果報告について

 報告第  ２号 寄附採納報告

 報告第  ３号 専決処分の報告について

         （専決第１号 福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及

                び福島県市町村総合事務組合規約の変更について）

 議案第 ５号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（説明）

 議案第 ６号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（説明）

 議案第 ７号 川俣町水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を

改正する条例（説明）

 議案第 ８号 山木屋八木辺地に係る総合整備計画の変更について（説明）

 議案第 ９号 小島田代辺地に係る総合整備計画の策定について（説明）

 議案第１０号 川俣町国民健康保険条例の一部を改正する条例（説明）

 議案第１１号 町道路線の認定、変更及び廃止について（説明）

 議案第１２号 川俣町町営住宅管理条例の一部を改正する条例（説明）

 議案第１３号 川俣町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例（説明）

 議案第１４号 訴えの提起について（説明）

 議案第１５号 平成２２年度川俣町一般会計補正予算（第７号）（説明）

 議案第１６号 平成２２年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（説明）

 議案第１７号 平成２２年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第５号）（説明）

 議案第１８号 平成２２年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

        （説明）

 議案第１９号 平成２２年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

        （説明）

 議案第２０号 平成２３年度川俣町一般会計予算（説明）

 議案第２１号 平成２３年度川俣町国民健康保険特別会計予算（説明）

 議案第２２号 平成２３年度川俣町介護保険特別会計予算（説明）

 議案第２３号 平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算（説明）

 議案第２４号 平成２３年度川俣町水道事業会計予算（説明）

 議案第２５号 平成２３年度川俣町簡易水道事業特別会計予算（説明）

 議案第２６号 平成２３年度川俣町奨学資金特別会計予算（説明）

 議案第２７号 平成２３年度川俣町工業団地造成事業特別会計予算（説明）

 議案第２８号 平成２３年度川俣町小島財産区特別会計予算（説明）

 議案第２９号 平成２３年度川俣町飯坂財産区特別会計予算（説明）

 議案第３０号 平成２３年度川俣町大綱木財産区特別会計予算（説明）



- 3 - 

 議案第３１号 平成２３年度川俣町小綱木財産区特別会計予算（説明）

 議案第３２号 平成２３年度川俣町山木屋財産区特別会計予算（説明）
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          ◎表彰状伝達 

○議長（佐藤喜三郎君） おはようございます。開会に先立ちまして申し上げます。 

 平成２２年度福島県町村議会議長会定期総会が、去る２月２６日、福島県自治会

館で開催されました。その席上、本町議会より３人の方が全国町村議長会から自治

功労者として表彰されましたので、ここで表彰状の伝達を行います。 

 ただいまからお名前をお呼びいたしますので、呼ばれた方は前へお進みください。 

 議会事務局長よりお名前を申し上げます。（表彰伝達） 

             ◎開会及び開議の宣告 

○議長（佐藤喜三郎君） ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しております

ので、平成２３年第３回川俣町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。           （午前１０時０５分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１，会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、議長において３番議員 鴫原利光君、４番議

員 高橋道也君を指名いたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２，会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期、議事運営について、議会運営委員長から報告いたします。 

 石河議会運営委員長。 

○議会運営委員長（石河 清君） 皆さん、おはようございます。本定例会の会期及び

審議日程につきまして、去る３月７日、議会運営委員会を開催し協議した結果、次

のとおり決定いたしましたので、報告をいたします。 

 まず、会期は、本日から２２日までの１３日間といたします。 

 審議日程でありますが、第１日目の本日は、議案の上程、町長から提案要旨の説

明を受けた後、請願・陳情の委員会付託を行い、諸般の報告、例月出納検査の結果

報告、寄附採納報告、専決処分の報告を受けたいと思います。その後、一般議案１

０件の提案内容説明、平成２２年度一般会計、国保特別会計、介護保険特別会計、

後期高齢者医療特別会計、工業団地特別会計の補正予算５件及び平成２３年度一般

会計、国保特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、水道事業会計、

簡易水道特別会計、奨学資金特別会計、工業団地特別会計、各財産区特別会計の当

初予算１３件について提案内容の説明を受け、午後３時ごろ散会の予定であります。

本会議終了後は、各常任委員会を開催していただき、付託案件等の審査をお願いい

たします。第２日目の１１日、金曜日は、議案調査のため休会といたします。第３

日目の１２日は土曜日、第４日目の１３日は日曜日のため休会といたします。第５

日目の１４日、月曜日は午前１０時に本会議を開議し、一般質問を行い、午後４時

ごろ散会の予定であります。なお、一般質問は５名の方を予定しております。本会

議終了後は、各常任委員会を開催していただき、付託案件等の審査をお願いいたし

ます。第６日目の１５日、火曜日は、午前１１時に本会議を開議し、１４日に引き
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続き一般質問を行います。一般質問は、４名の方を予定しております。本会議終了

後は、各常任委員会を開催していただき、付託案件等の審査をお願いいたします。

第７日目の１６日、水曜日は、一般議案１０件の質疑、討論、採決を行い、平成２

２年度補正予算５件と平成２３年度当初予算８件の質疑を行った後、所管の委員会

に付託を行っていただきます。その後、平成２３年度各財産区当初予算５件の質疑、

討論、採決を行います。本会議終了後は、各常任委員会を開催していただき、付託

案件等の審査をお願いいたします。第８日目の１７日、木曜日と第９日目の１８日、

金曜日は、各常任委員会を開催していただき、付託案件等の審査をお願いいたしま

す。第１０日目の１９日、土曜日、第１１日目の２０日は日曜日、１２日目の２１

日は、祝日のため休会といたします。本定例会最終日であります第１３日目の２２

日、火曜日は午後１時から午後２時５０分まで議会運営委員会を開催いたします。

その後、本会議を午後３時に開議し、各常任委員長から請願、陳情の審査結果、付

託議案の審査結果について報告を受けた後、平成２２年度補正予算５件、平成２３

年度当初予算８件の討論、採決を行います。なお、追加議案が予定されております

ので、これらをすべて議了して、午後５時ごろ閉会の予定であります。 

 以上のとおり決定をいたしましたので、議員各位のご協力をお願いいたしまして、

報告を終わります。 

○議長（佐藤喜三郎君） ただいま議会運営委員長が報告いたしました日程でご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって会期は、１３日間と決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第３，本定例会に付議されました議案は、お手もとに配

付したとおりでありますので、一括上程をいたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第４，町長から提案要旨の説明を求めます。古川町長。 

○町長（古川道郎君） 皆様おはようございます。 

 本日、ここに平成２３年第３回川俣町議会定例会を開催いたしましたところ、議

員の皆様には大変お忙しい中、ご参集を賜り、心から御礼を申し上げます。 

 さて、本定例会に提出いたします案件は、報告２件、議案は、平成２３年度川俣

町一般会計予算など２８件でございますが、これらの提案要旨を申し上げますこと

に先立ちまして、町政の重要課題や近況等について、ご報告を申し上げます。 

 第１点目は、経済、雇用の情勢についてであります。内閣府の月例経済報告によ

りますと、「景気は持ち直しに向けた動きが見られ、足踏み状態を脱出しつつある。

ただし、失業率が高水準にあるなど、依然として厳しい状況にある。」とのことで

あります。また、県の最近の経済動向によりますと、県内の景気は、生産活動にお

いて、回復に向けた動きが緩やかになっているが、雇用情勢において改善の動きが
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見られるなど、厳しいながらも持ち直しの動きが続いている。なお、為替変動によ

る影響を注視する必要がある、との総合判断であります。本町内の経済、雇用の状

況につきましても、半導体や輸送機械関連、縫製産業では、本年３月現在で生産活

動において回復の兆しが出ており、受注量は増加傾向にあります。雇用面でも、時

間外労働の増加などから一部に中途採用の動きが見られるなど、総じて回復基調、

持ち直しの動きが出ているように伺われるところであります。しかし、今後、為替

変動による影響、原油価格の動向に注視する必要があるとの状況であるとのことで

ございます。町といたしましては、これまで緊急経済雇用対策として、緊急雇用相

談窓口等の開設やハローワークインターネットサービスコーナーの常時開設、中小

企業経営合理化資金の利子補給及び保証料の補助、日本政策金融公庫制度資金の利

子補給事業、また、雇用対策につきましても、県の緊急雇用創出基金事業等も活用

し、町及び町内事業所における雇用の創出事業に取り組み、平成２２年度において

は延べ７５名の雇用を確保するなど、厳しい経済、雇用情勢に対しまして迅速な対

応に努めてきたところでございます。また、国の補正予算をも活用して、農業用排

水路の整備や町道の維持補修、幼稚園、保育園から中学校、公民館に至るまでの図

書の充実などの事業への取り組み、そして、商工業振興のため、シルクスタンプ会

発行の生活応援プレミアム付き商品券への補助事業などを実施しているところでご

ざいます。このプレミアム生活応援商品券は１口２万円で、２万２,０００円分の

買い物ができる商品券でございますが、シルクスタンプ会によりますと、３月１日

から１,０００口限定の販売を開始したところ、初日に５００口を販売するなど大

変好評で、残りもあとわずかで、これまで以上に町内で買い物をしてもらうきっか

けになればとのことであります。プレミアム付商品券による今後の町内における経

済波効果に大きく期待を寄せているところでございます。絹布、絹織物関係では、

ニューヨーク、パリ、ミラノといった世界のファッション先進地での展示会へ出展

する企業もあります。また、２月１７日から１８日の両日、東京青山で「第３０回

福島のおりもの展」が開催され、絹製品や生地など開発商品を中心に約４００点を

展示し、国内外に川俣絹織物をＰＲしております。今年は、昭和５７年３月に［第

１回ふくしまのおりもの展］を日本橋の綿商会館で開催以来、３０年という節目の

年を迎えました。今、織物業界は、内外経済環境、需要構造の変化、輸入品との競

合等、大変厳しい状況にありますが、今年の織物展では、社団法人日本クラフトデ

ザイン協会、新宿区染色協議会、杉野服飾大学、ドレスメーカー学院、今泉女子専

門学校、大塚テキスタイルデザイン専門学校とのコラボレーションによる新たな販

路の開拓と産地ＰＲに取り組まれており、特に今回は、産地間連携を目標に、東京

都新宿区の江戸小紋の手書き丹前をデザインした絹のスカーフや下帯、織物展時間

政策の草木染めストール、町内ニット企業による川俣絹を加工した婦人用ブラウス

などを展示し、訪れたアパレル関係者の注目を集めておりました。織物産業につき

ましては、産地の連携が強められており、先に発足した全国シルクのまちづくり協

議会の活動と併せ、繊維産業の振興につなげてまいりたいと考えております。 
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 次に、農業についてご報告を申し上げます。平成２２年産の葉タバコの出荷は、

１月に終了をいたしました。一昨年から作付け品種が替わり、安定収量と販売価格

に期待をいたしておりましたが、昨年は天候が不順で猛暑の影響を受け、収量が大

幅に減少し、販売高は１０アール当たり３０万円台となり、昨年より１０アール当

たり１０万円減少し、総額約２億３,５００万円でありました。一方、禁煙の拡が

りや昨年１０月に実施された過去最大のタバコの値上げなどによりまして、値上げ

後の減少の振れ幅は大きなものとなっており、葉タバコ生産の将来を考えますと、

大変厳しい状況が予想されますので、現在は、それ以上の農作物がなかなか見当た

らないという現状もありますが、中山間地の利点を活かして、販路が強い小菊等花

きの栽培、ニンニクの産地化、更に転作作物に古代米を栽培、加工し、６次産業化

による商品化を目指す農家も出ており、新たな適地、適作品目の開拓などにより、

栽培農家が後継者づくりに向けた意欲をも掻き立てられるような農業として、町と

いたしましても農業振興に取り組んでまいりたいと考えております。 

 第２点目は、住民生活に直結する身近な課題として、平成２２年度から着手いた

しております生活交通体系の見直しにつきまして、ご報告申をし上げます。これま

で平成２１年３月に策定いたしました川俣町生活交通計画に基づき、路線バスの再

編と併せましてデマント型乗り合いタクシー、ふれあいタクシーの試験運行に取組

んでおります。山木屋地区、小網木地区、福沢地区においては、平成２１年１０月

１日から運行を開始しておりますが、地域の皆様とともに、適宜運行の成果を検証、

評価し、運行計画の見直しを行いながら試験運行を継続しているところでございま

す。平成２３年度につきましては、新たに飯坂地区、小島地区での運行を予定して

おり、現在、川俣・原町線、川俣・掛田線の再編協議を進めるとともに、小島地区、

飯坂地区との懇談会の開催により、準備を進めているところでございます。ふれあ

いタクシーにつきましては、自宅送迎を基本としていることから、これまでバスを

利用しにくかった交通不便地域の解消が図られており、アンケート調査結果等でも

利用者満足度は高くなっております。今後も運行の推移を見守りながら、利用者利

便性の向上や運行の効率化に努め、持続可能な交通システムとして確立してまいり

たいと考えております。 

 第３点目は、インフルエンザ関係につきましてご報告申し上げます。平成２１年

の８月ごろから流行しだしました新型インフルエンザ等について、今年度は町内の

各小中学校等において、今年に入り流行の兆しが見られ、中下旬にかけて連日４０

名を超える発症状況となりました。全国の感染症発生状況調査では、流行警報継続

基準値の定点当たり１０人を超え、流行警報が出ている地域もありましたので、大

変心配いたしておりましたが、２月の中ごろからは１ケタ台と減少してまいりまし

た。インフルエンザの流行は下火になってきたとは言え、これまでどおり適切な予

防方法の継続が重要であることは、言うまでもありません。また、鳥インフルエン

ザ関係につきましては、福島市内で見つかったコハクチョウ１羽から強毒性の高病

原性鳥インフルエンザウイルスが検出されたことにより、本町では２月１６日、川
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俣町高病原性鳥インフルエンザ対策本部を設置し、町における今後の対応について

決定し、町内全戸に高病原性鳥インフルエンザのお知らせの回覧とお知らせの配布

を行い、飼育している鶏等に異常があった場合などの対応方法について周知を図る

とともに、県北家畜保健衛生所による飼養農場、飼養者への立入り調査に同行し、

異常がないことを確認いたしました。福島県は今月８日、野鳥の飛来地４５か所を

観察し、異常がないことを確認し、また、福島市の橘高校から半径１０キロ以内に

設定しておりました、家禽監視区域を８日午前０時に解除をいたしたところでござ

います。しかし、環境省の野鳥に関するレベル３を継続しており、県では引き続き

野鳥飛来地の監視、死んだ野鳥の調査を行うこととなっております。川俣シャモの

川俣町といたしましては、今後とも関係機関との十分な連携を図りつつ、飼育農家

等への正確な情報の提供に努めながら、飼養衛生管理の徹底を図っていく考えであ

ります。 

 第４点目は、町の話題などにつきましてご報告を申し上げます。１月からの厳寒

の影響で、久しぶりに山木屋の田んぼリンクの氷の状況が良くなり、特に休日など

はスケートを楽しむ人々で大変なにぎわいぶりでありました。厳寒の中、氷づくり

を担っていただいている地域の皆様方に心から感謝を申し上げます。また、花塚山

から約３０８キロメートル先の富士山を眺めるというチャレンジの模様を放映した

ＮＨＫ仙台放送局のワンダフル東北「富士遠望の北限に挑む」が大好評でありまし

て、３月１１日、午後３時１５分から４時まで、再び全国放送されることとなりま

した。川俣の山、花塚山が今、全国から注目を浴びており、観光のまちづくりに結

びつくよう期待を寄せております。コスキン関係では、全国の地方新聞社と共同通

信社が設けた第１回地域再生大賞で、川俣町のコスキン・エン・ハポンを主催する

「ノルテハポン」が優秀賞に輝きました。また、町の広報紙では、第５６回県市町

村広報コンクールにおいて、「広報かわまた」が、広報紙部門町の部で特選、写真

部門１枚の部で特選、組み写真部門でも入選となり、２部門にわたって特選となり

ました。今後とも、町民の皆様に親しまれる広報紙づくりに努めてまいる考えでお

ります。小中学校における各種表彰等につきましては、第４４回福島県児童作文コ

ンクールで福田小学校２年生が、準特選に入賞。第２３回ライオンズクラブ国際平

和ポスターコンクールコンテストで、川俣中学校２年生が、第２副地区ガバナー賞

受賞。平成２２年度キャリア教育優良学校表彰では、山木屋中学校が文部科学大臣

表彰受賞。平成２２年度学校保健会健康教育推進学校表彰事業で、福田小学校が優

良校表彰受賞。また、昨年１２月に盛岡市で開催された東北中学校スケート大会、

今年１月に長野市で開催された全国中学校スケート大会に、山木屋中学校の３年生

が出場いたしております。また、今月末にヨルダンで開催されるフェンシング世界

ジュニア選手権に、川俣高校２年生が日本代表として出場することが決定をいたし

ました。３月２日は、川俣ホームで川俣出身三浦イトさんの１００歳賀寿祝いが執

り行われ、川俣町で１００歳以上の方が、１０３歳を最高齢に７名となりました。

このような明るい話題が、「元気なまちづくり」の力になっていることをうれしく
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思っている次第であります。 

 それでは、平成２３年度の一般会計当初予算について、ご説明を申し上げます。 

 はじめに、国の平成２３年度の予算編成に当たっては、「成長と雇用」を最大の

テーマとし、今後、需要が拡大していく分野を中心に雇用を増やし、経済成長の要

としていくための政策に重点を置き、景気回復とデフレ脱却への道筋を確かなもの

にするとともに、持続的な成長基盤を築くこととしております。本町におきまして

も、行財政改革プログラムの趣旨を踏まえ、引き続きあらゆる工夫による歳入確保

に取組むとともに、事務事業の効率的執行や整理合理化、総人件費の抑制など行財

政改革を徹底し、持続可能な財政構造を確立できるよう最大限に努力していくこと

といたしまして、極めて厳しい財政状況にありますが、知恵と工夫を最大限に発揮

して、町民生活の安全、安心の確保を最優先に、現下の厳しい経済、雇用情勢に的

確に対応してまいる考えでおります。このような中、平成２３年度当初予算の編成

にあたりましては、国における地方財政対策において、地方交付税につきましては、

総額で０.５兆円の増額となりましたが、併せて地方税収も増加すると見込んでお

り、結果として臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税は減額となることから、

平成２２年の景気や雇用情勢の回復等を見込むことができない本町といたしまして

は、町税の増収が見込めないため、町税をはじめ、ほとんどの交付金を減収と見込

まざるを得ませんでした。こうした減収や地方交付税の増は見込めない状況の中、

大変厳しい予算編成となり、財源不足を補うため、最終的には、財政調整基金から

昨年度より２億７,３９４万２,０００円多い２億９,６５１万４,０００円の取崩し

繰入を行い、歳入歳出総額を５６億９００万円の予算となったところでございます。

また、歳出につきましては、第５次振興計画の初年度となるため、本町の将来像で

ある「みんなでつくる元気いっぱい笑顔いっぱいのまちかわまた」の実現に向け、

諸施策を実施するとともに、経済、雇用対策としての緊急雇用創出基金事業の継続

実施や町道整備などを充実させることにより、安全、安心な生活環境の確保を図り、

住民満足度を高めることとしております。第５次川俣町振興計画第１期実施計画に

基づく各種施策の実現に向けては、計画の堆進を含め、１５０の事業を盛り込んで

あります。まちづくりの基本目標に対する事業数、予算計上額について申し上げま

す。「みんなでつくるまち」では、４事業で１,４１１万２,０００円、「安全快適に

くらせるまち」では、４９事業で５億６,７８７万４,０００円、「安心の笑顔があ

ふれるまち」では、２３事業で３億３,６７３万９,０００円、「いきいきと学び楽

しむまち」では、２８事業で１億９,１６８万９,０００円、「活気ある産業を育て

るまち」では、４５事業で１億５,８５６万２,０００円と、以上の事業について措

置し、「みんなでつくる 元気いっぱい笑顔いっぱいのまち かわまた」の将来像

に沿って、施策を推進してまいる考えであります。 

 平成２３年度の一般会計の概要につきまして、はじめに、国の平成２３年度一般

会計予算案の規模は、平成２２年度当初予算比０.１％増の９２兆４，１１６億円

となり、基礎的財政収支対象経費の規模は、０.１％減の７０兆８,６２５億円とな
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っております。県の一般会計予算の総額は９,０００億３,４００万円となり、前年

度当初予算を２２億円、０.２％を下回っておりますが、極めて厳しい経済情勢の

中、県民福祉の向上に努めるとしておりまして、２年連続で９,０００億円台の予

算を確保しておるところでございます。このような状況下で先ほども申し上げまし

たが、今後も経済、雇用情勢の低迷や円高の影響等、先行き不透明感から税収の増

収は見込めないと推察され、地方交付税も増額は見込めず、更に普通交付税の振替

となる臨時財政対策債も算定方式の変更、総額の大幅減少となることから、投資的

経費に充てる一般財源も限られており、施設の老朽化に伴う補修費の増大、扶助費

の増加などとも合わせて、平成２３年度の町財政を取り巻く環境は、依然として厳

しいものとなっております。予算編成にあたりましては、最優先課題として子育て

支援の充実を図るため、制度改正となる子ども手当てを満額計上したほか、新たに

子どもの肺炎球菌ワクチン、ヒブワクチンの予防接種にかかる費用を満額計上し、

無料化を図ることといたしております。また、国会における予算関連法案の取扱い

に関しまして予断を許さない状況との見方もあり、子ども手当法案については多く

の自治体や住民が影響を受けることによる国会の動向を注視しながら関係機関等の

連携により、対応してまいりたいと考えております。 

 それでは、歳入歳出の主なものについて申し上げます。町税につきましては、町

民税が長引く景気の低迷や雇用情勢の回復が弱く、退職者数の増加などが見込まれ、

全体で前年度比、６,７１０万９,０００円、５.６％減の１１億２,４５４万９,０

００円と見込んでおります。また、地方交付税につきましては、普通交付税の別枠

加算を含めた全国平均の伸び率は２.８％増と示されておりますが、平成２２年の

国勢調査による人口の減少などを考慮し、前年度の交付実績額当初から２.０％減

額として見込み、特別交付税と合わせ２４億７,４９０万３,０００円を計上してお

ります。歳出では、少子化対策、子育て支援として、予防接種事業や母子保健事業

に合わせて３,４８３万５,０００円を計上したほか、子ども手当て支給事業に２億

９,６５３万２,０００円を、子ども医療費助成事業に４,３９０万３,０００円を、

わいわいクラブ事業や預かり保育事業、放課後子ども推進事業に合わせて２,７７

１万８,０００円を、保育所運営費として１億１,８０３万１,０００円を計上いた

しております。また、介護保険特別会計、国民健康保険事業特別会計への繰出金と

して４億１４２万６,０００円を計上しております。加えて経済雇用対策として町

道の整備事業については、継続２路線に加え、新規路線として８路線を整備するこ

ととし、１億４,７０２万１,０００円を町道等１１路線の補修工事費に３,２８６

万５,０００円を計上し、また、昨年度に引き続き火葬場を建設するための財源確

保のため、５,０００万円の基金積立金などを計上いたしました。自立計画の重点

事業の取り組みと合わせまして、町民皆様の満足度を高める予算に努めたところで

ございます。なお、詳細については、担当課長から後ほど説明いたさせます。それ

では、提出議案の説明を申し上げます。 

 議案第５号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例は、行財政改革の推
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進施策として社会情勢の変化などに対応し、時代に合った給与の適正化を図るため、

職員の特殊勤務手当を廃止しようとするため、所要の改正を行うものでございます。 

 議案第６号、職員の特殊勤務手当に関する条例を廃止する条例は、職員の特殊勤

務手当を廃止するため、給与条例に基づき、職員の特殊勤務手当てに関する事項を

定めている本条例を廃止しようとするものでございます。 

 議案第７号、川俣町水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改

正する条例は、行財政改革の推進施策として社会情勢の変化に対応し、時代に合っ

た給与の適正化を図るため、水道企業職員の特殊勤務手当て及び企業手当てを廃止

するため、所要の改正を行うものでございます。 

 議案第８号、山木屋八木辺地に係る総合整備計画の変更については、山木屋八木

辺地にかかる平成２０年度から２４年度までの総合整備計画に、八木西線の未舗装

区間を整備する内容を追加するための変更について、「辺地に係る公共的施設の総

合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第５項」の規定に基づき、

議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第９号、小島田代辺地に係る総合整備計画の策定については、小島田代辺地

に係る平成２３年度から２７年度の５か年で町道神廻山・田代前線を整備する計画

を策定し、「辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関す

る法律第３条第１項」の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第１０号、川俣町国民健康保険条例の一部を改正する条例は、健康保険法施

行令等の一部を改正する政令に基づき、平成２３年４月１日からの出産一時金につ

いて、条例本則で規定し支給するため、所要の改正を行うものでございます。 

 議案第１１号、町道路線の認定、変更及び廃止につきましては、道路法の規定に

より、町道路線として１６路線の認定、５路線の変更、１路線の廃止を行うもので

ございます。 

 議案第１２号、川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例は、町営住宅条例に定

める団地及び住宅のうち、老朽化等により住宅を用途廃止するため、所要の改正を

行うものでございます。 

 議案第１３号、川俣町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例は、道路法施行

令の一部を改正する政令に基づき、電柱、電話柱などの道路占用物件にかかる道路

占用料の額を平均３割程度減額するための所要の改正を行うものでございます。 

 議案第１４号、訴えの提起については、長期にわたり不在で住宅の使用が認めら

れない１名の町営住宅入居者に対し、町営住宅の明け渡し等の請求に関し、訴えを

提起することについて、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会

の議決を求めるものでございます。 

 次に、補正予算についてご説明を申し上げます。 

 議案第１５号、平成２２年度川俣町一般会計補正予算（第７号）は、既定の予算

額に歳入歳出それぞれ１億９７７万９,０００円を増額し、予算の総額を６３億７,

４１１万７,０００円とするものでございます。本補正予算は、主に事業費の確定
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等によるものや緊急を要するものなどの増額補正でございますが、歳入の主な増額

補正は普通交付税の追加交付分３,７７６万７,０００円、国庫支出金で介護施設等

緊急整備臨時特例事業費補助金２,０７５万円、福島地方広域行政事務組合の解散

に伴う、ふるさと市町村圏基金返還金１億１,１３７万５,０００円などでございま

す。主な減額補正は、県支出金で緊急雇用創出基金事業補助金１,２６７万２,００

０円、繰入金で歳入歳出増減額６,３１８万５,０００円を財政調整基金へ繰戻す措

置としております。歳出の主な増額補正は、維持補修費で道路除雪作業委託料４２

０万円、扶助費で自立支援介護、訓練等給付費５２３万５,０００円、補助費等で

福島地方広域行政事務組合職員退職手当負担金１,６３８万２,０００円、普通建設

事業費で介護施設等緊急整備臨時特例基金事業補助金２,０７５万円、積立金で財

政調整基金積立金９,４９９万２,０００円などの増額でございます。主な減酎甫正

は、人件費で各選挙経費の時間外勤務手当てなどで８５６万１,０００円、物件費

ですみよし保育園日々雇用賃金、新助舘跡遺跡本調査事業費の日々雇用賃金合わせ

て１,７３０万円、普通建設事業費で浄化槽設置整備事業補助金３５７万２,０００

円などでございます。 

 議案第１６号、平成２２年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて申し上げます。事業勘定の既定の予算額に歳入歳出それぞれ４５６万２,０

００円を増額し、予算の総額を１８億１,６７７万７,０００円とするものでござい

ます。歳入では、療養給付費交付金、概算交付額の変更により１,６７６万８,００

０円の減額、一般会計繰入金で財政安定化事業の確定により１,１２２万４,０００

円、保険基盤安定負担金の確定により９３６万９,０００円、合わせて２,０５９万

３,０００円の増額などでございます。歳出では、保険給付費で退職被保険者等療

養給付費の増額見込により４６０万円を計上し、諸支出金で一般被保険者保険税還

付金の増額見込により５０万円の計上などでございます。 

 議案第１７号、平成２２年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第５号）につい

て申し上げます。既定の予算額から歳入歳出それぞれ４０８万２,０００円を減額

し、予算の総額を１３億９,５７４万円とするものでございます。歳入では、介護

給付費負担金等確定見込みにより国庫負担金３,０７８万２,０００円、県支出金で

介護給付費負担金等確定見込により２,６１６万９,０００円の減額、財政安定化基

金事業費１,９９９万９,０００円の増額など。また、繰入金で５号補正の歳入歳出

増減額３,５３７万３,０００円を介護給付準備基金から繰り入れる措置としており

ます。歳出では、地域支援事業費の確定見込みにより３０９万円の減額としている

ものでございます。 

 議案第１８号、平成２２年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について申し上げます。既定の予算額に歳入歳出それぞれ２０５万９,０００円を

増額し、予算の総額を１億６,１５４万９,０００円とするものでございます。歳入

では、後期高齢者医療保険料の確定見込みにより１８５万円の増額など。歳出では、

保険料納付金等の確定見込により広域連合納付金１６３万７,０００円の増額など
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といたしております。 

 議案第１９号、平成２２年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１

号）は、既定の予算額に歳入歳出それぞれ５万円を増額し、予算の総額を１億５,

７０８万８,０００円とするものでございます。 

 次に、平成２３年度特別会計について申し上げます。 

 議案第２１号、平成２３年度川俣町国民健康保除特別会計予算でございますが、

本町の国民健康保険事業は、経済、雇用情勢の悪化が一段と厳しさを増している中

において、社会保険から国民健康保険への加入や前期高齢被保険者の増加が予想さ

れ、また、加入者の高齢化、低所得者の増加、医療費の増加傾向など、国民健康保

険制度を取り巻く厳しい財政状況を踏まえ、収支の均衡を保持し事業運営に努める

ものとして予算編成を行いました。事業勘定予算につきましては、歳入歳出予算総

額を１８億３,９１６万１,０００円と定めるものでございます。前年度当初予算比

では額にして４,３６０万９０００円、率にして２.４％の増となったところでござ

います。主な歳入では、国民健康保険税は現年課税分で４億１,０８５万５,０００

円、前年度比５.６％の増となるものでございます。これは国庫負担金の減額や保

険給付費の伸びなどが、主な要因となっております。国庫支出金は４億５,７３９

万７,０００円で、前年度比４.９％の減、前期高齢者交付金は３億９,４６４万２,

０００円で、前年度比２９.８％の増、共同事業交付金は２億３,２２０万４,００

０円で、前年度比１４.２％の減、また、一般会計繰入金は１億６,１８６万８,０

００円で、財政安定化支援事業繰入金の増額等により前年度比３３％の増となった

ところでございます。主な歳出では、保険給付費は１２億４,０３６万円、対前年

度比１.９％の増、後期高齢者支援金は２億１１９万７,０００円、前年度比１８.

２％の増、共同事業拠出金が２億１,２２７万８,０００円で、前年度比１０.６％

の減となっております。また、保健事業費は２,７２６万円、前年度比２１.８％の

増となっております。これは、平成２２年度から集団検診に加え、町内の医療機関

による施設健診を実施しておりますが、平成２３年度からは、施設検診に福島市の

医療機関を新たに加え、実施することとしたことからの増でございます。施設勘定

予算は、引き続き平成２１年度からの３年間は、済生会川俣病院を指定管理者とし

て管理運営を委託するものであり、歳入歳出予算の総額を４６６万２,０００円と

定めるものでございます。 

 議案第２２号は、平成２３年度川俣町介護保険特別会計予算について申し上げま

す。介護保険制度は、平成１２年度に制度が施行され、１１年が経過いたしました。

要介護認定者の増加に伴い、サービス給付費も増加の一途をたどっており、平成２

１年度からの第４期介護保険事業計画に基づき、歳入歳出予算総額を１５億５，５

９１万４，０００円と定めるものでございます。前年度当初予算比は額にして１億

５,６２７万３,０００円、率にして１１.２％の増となっております。主な歳入で

は、第４期介護保険事業計画に基づき、平成２１年度から２３年度までの３年間の

中期財政期間として定める第１号被保険者にかかる介護保険料は、現年度分で１億
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９,４５０万５,０００円、前年度比０.２％の増としております。また、給付費の

負担割合に基づき、国庫支出金が４億２,１２９万５,０００円、前年度比２０.

９％の増、支払基金交付金が４億４,１０３万８,０００円、前年度比１２.３％の

増、一般会計繰入金が２億３,９５６万１,０００円、前年度比８.９％増などとし

ております。主な歳出では、保険給付費が１４億６,１００万円、前年度比額にし

て１億６,１２９万４,０００円、率にして１２.４％の増となったところでござい

ます。 

 議案第２３号、平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算について申し上

げます。後期高齢者医療制度は、平成２０年度に制度が施行され、４年目となりま

す。広域連合で算出した平成２３年度療養給付見込みによる負担金及び保険料納付

金等を計上し、歳入歳出予算総額を１億６,６５３万４，０００円と定めるもので

ございます。前年度当初予算費では額にして７３９万円、率にして４.６％の増と

なっております。主な歳入では、保険料９，７１６万７,０００円、前年度比６.

２％の増とし、うち特別徴収保険料６,７４４万７,０００円、前年度比６％の増、

普通徴収保険料２,９７２万円、前年度比６.７％の増、一般会計繰入金が６,４３

９万円、前年度比１.１％増と見込んでおります。主な歳出では、後期高齢者医療

広域連合納付金１億５,８９４万円、前年度比額にして６８７万１,０００円、率に

して４.５％の増となったところでございます。 

 議案第２４号、平成２３年度川俣町水道事業会計予算について申し上げます。業

務の予定量については、給水戸数が３,５６７戸、年間有収水量を９３万５,７００

立米と定めました。収益的収入及び支出につきましては、水道事業収益を２億４,

９３４万７,０００円、水道事業費用を２億１,０１５万６,０００円などとし、支

出の主なものは、浄水場中央監視施設リース料、受水費などでございます。また、

資本的収支につきましては、収入が５,２００万１,０００円、資本的支出は２億５

８４万６,０００円で、支出の主なものは、浄水場ろ過池補修及び配水管布設替工

事などでございます。 

 その他重要な案件を提案しておりますが、詳細につきましては、提案の都度、各

担当課長に説明をいたさせますので、ご審議のうえ、可決を賜りますようお願い申

し上げ、提出議案要旨の説明といたします。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第５，請願・陳情の委員会付託を行います。 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（高橋清美君） 別紙文書表により朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） 請願・陳情は、ただいま文書表朗読のとおりであります。 

 請願第２号「飯坂・谷沢集会所改善に関する請願書」、陳情第２号「別名に化け

た外国人参政権への警戒を求める陳情」、陳情第３号「保育制度改革に関する意見

書提出を求める陳情書」、以上３件を総務文教常任委員会に、請願第１号「舘地区

舘線の町道認定拡幅改良整備に関する請願書」、請願第３号「福島県最低賃金の引
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き上げと早期発効を求める意見書提出の請願について」、請願第４号「山木屋長橋

地内町道認定に関する請願書」、以上３件を産業建設常任委員会に、陳情第１号

「発達障害児・者の就労支援を求める陳情書」これを厚生常任委員会にそれぞれ付

託いたしますので、会期中の審査をお願いいたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第６，ここで議会関係の諸般の報告をいたします。 

 最初に、議会事務局から報告いたします。議会事務局長。 

○議会事務局長（高橋清美君） 議会事務局から報告いたします。 

 今定例会の一般質問の通告は、お手もとに配付の一般質問通告書のとおりであり

ます。 

 次に、去る１２月定例会で可決されました「年金引き上げを求める意見書」ほか

７件は、内閣総理大臣はじめ関係大臣等へそれぞれ送付いたしましたので、ご報告

いたします。 

 以上で議会事務局からの報告を終わります。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、一部事務組合について報告いたします。 

 最初に、福島地方広域行政事務組合議会臨時会について報告願います。 

 高野善兵衛君。 

○１５番（高野善兵衛君） １５番 高野です。私からは、福島地方広域行政事務組合

議会の報告をいたします。 

 平成２３年２月１５日、福島地方広域行政事務組合議会臨時会が、ホテルサンル

ートプラザ福島に招集され、佐藤喜三郎議長とともに出席いたしてまいりました。

付議議案は、議案３件でありました。議案第１号、福島県への公平委員会の事務の

委託の廃止に関する協議の件、議案第２号、福島県市町村総合事務組合規約変更の

件、議案第３号、専決処分承認の件、以上議案３件は審議の結果、可決されたこと

を報告いたします。なお、細部については、お手もとに配付のとおりです。これで

報告を終わります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、川俣方部衛生処理組合議会定例会について報告願いま

す。高橋道也君。 

○４番（高橋道也君） 川俣方部衛生処理組合議会の報告をいたします。 

平成２３年２月１６日、川俣方部衛生処理組合議会定例会が川俣方部衛生処理組

合に召集され、佐藤喜三郎議長、石河清議員、菅野意美子議員とともに出席してま

いりました。 

 付議案件は、議報告１件、議案１件でありました。議報告第１号、定期監査及び

例月出納検査の結果の報告、議案第１号、平成２３年度川俣ホーム衛生処理組合一

般会計予算、以上議報告１件は報告され、議案１件は審議の結果、可決されたこと

を報告いたします。なお、細部については、お手元に配布の資料のとおりです。こ

れで報告を終わります。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 最後に、福島地方水道用水供給企業団議会定例会について、

私から報告いたします。この席からの報告をお許し願います。福島地方水道用水供

給企業団議会の報告をいたします。 

 平成２３年２月２４日、福島地方水道用水供給企業団議会定例会は、摺上浄水場

に招集され、出席いたしました。付議議案は、議案３件でありました。議案第１号、

平成２２年度福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業会計補正予算、議案第

２号、平成２３年度福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業会計予算、議案

第３号、福島県市町村総合事務組合規約の変更の件、以上議案３件は審議の結果、

可決されたことを報告いたします。なお、細部については、お手もとに配付したと

おりでありますので、これでご報告といたします。以上終わります。 

 以上で諸般の報告は終わります。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第７，議報告第１号、例月出納検査の報告を行います。

議会事務局長。 

○議会事務局長（高橋清美君） 別紙報告書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） なお、例月出納検査の結果報告は、お手もとに配付のとおり

であります。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで休憩いたします。再開は午前１１時１５分といたしま

す。                         （午前１１時０２分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。         （午前１１時１５分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第８，報告第２号「寄付採納」について報告いたします。 

 総務課長。 

○総務課長（仲江泰宏君）別紙報告書を朗読した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第９，報告第３号「専決処分の報告について（専決第１

号 福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び福島県市町村総合事務

組合規約の変更について）」報告いたします。 

 総務課長。 

○総務課長（仲江泰宏君） 別紙報告書を朗読した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１０，議案第５号「職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（仲江泰宏君） 議案第５号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例 
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 職員の給与に関する条例（昭和４１年川俣町条例第１２号）の一部を次のように

改正する。 

 第２条中「、特殊勤務手当」を削る。 

 第１７条中「、特殊勤務手当（月額で定められているものに限る。）の月額」を 

 削る。 

 第１８条の３を削る。 

 第２５条を次のように改める。 

 第２５条 削除 

  附 則 

 この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

  平成２３年３月１０日 

                           川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 行財政改革の推進施策として、社会情勢の変化などに対応し、給与等の適正化を

図るため、特殊勤務手当を廃止することに伴い、所要の改正を行うものである。 

 ご説明を申し上げます。 

 職員の給与に関する条例において、給料に含まれない手当として定めている各種

手当のうち特殊勤務手当につきましては、社会情勢が変化し、手当を支給すべき特

殊性が薄らいでいることなどを踏まえ、特殊勤務手当を廃止するため、関係条文の

訂正を行うものでございます。 

 条例第２条は給料の定義を定めており、給料に含まれないものとして特殊の手当

などを列記してございますが、特殊勤務手当を廃止するため、当該手当を条文から

削るものでございます。 

 次に、条例１７号は、超過勤務手当などの計算の基礎となる勤務１時間当たりの

給与額の算出方法を定めており、月額で定められている特殊勤務手当を含めた給与

額の算出の基礎とするとしておりますが、特殊勤務手当を廃止するため、当該手当

てを条文から削るものでございます。 

 次に、条例第１８条の３は、超過勤務手当などの額の特例を定めており、職員が

月額で定められている特殊勤務手当以外の特殊勤務手当の支給対象となる業務を行

った場合、当該業務が正規の勤務時間外に行われ、超過勤務手当などの支給対象に

もなる場合には、町長が規則で定める額を超過勤務手当などとして支給することを

定めておりますが、特殊勤務手当てを廃止するため、当該条項を削除するものでご

ざいます。 

 次に、条例第２５条は、特殊勤務手当の種類、支給を受けるものの範囲、手当の

額及びその支給方法は別に条例で定めるとしておりますが、特殊勤務手当を廃止す

ることに伴い、当該条項を消去するものでございます。 

 附則において、この条例は、平成２３年４月１日から施行するとしてございます。 

 以上、議案第５号の説明に代えさせていただきます。ご審議をよろしくお願い申し
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上げます。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１１，議案第６号「職員の特殊勤務手当に関する条例

を廃止する条例」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（仲江泰宏君） 議案第６号、職員の特殊勤務手当に関する条例を廃止する

条例 

 職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和４３年川俣町条例第１９号）は、廃止す

る。 

  附 則 

 この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

  平成２３年３月１０日 

                              川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 行財政改革の推進施策として、社会情勢の変化などに対応し、給与等の適正化を

図るため、特殊勤務手当を廃止するものである。 

 ご説明を申し上げます。 

 給与条例に基づき、特殊勤務手当の種類、支給を受けるものの範囲、手当の額及

びその支給方法に関する事項を定めている職員の特殊勤務手当に関する条例を廃止

しようとするものでございます。特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康又は

困難な勤務、その他の著しく特殊な勤務で、給与上、特別の考慮を必要とし、かつ

その特殊性を給料で考慮することが適当でないと認められるものに従事する職員に

対し、その勤務の特性に応じて支給するものとすると定めておりますが、本手当に

つきましては、平成１９年度から支給停止をしており、社会経済状況等の変化によ

り、その職務が本来の職務であって、給与上、特別の考慮を必要とするだけの特殊

性が薄らいでいることなどを踏まえ、本条例を廃止しようとするものでございます。 

 附則において、この条例は、平成２３年４月１日から施行するとしてございます。 

 以上、議案第６号の説明に代えさせていただきます。ご審議をよろしくお願い申

し上げます。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１２，議案第７号「川俣町水道事業企業職員の給与の

種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（沢井一雄君） 議案第７号、川俣町水道事業企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の一部を改正する条例 

 川俣町水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和４３年川俣町

条例第１８号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第３項中「、特殊勤務手当」及び「、業務手当」を削る。 
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 第８条を次のように改める。 

 第８条 削除 

 第１５条の２を削る。 

  附 則 

 この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

  平成２３年３月１０日 

                            川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 行財政改革の推進施策として、社会情勢の変化などに対応し、給与等の適正化を

図るため、特殊勤務手当等を廃止することに伴い、所要の改正を行うものである。 

 ご説明を申し上げます。 

 水道事業企業職員の給与に関する条例において、特殊勤務手当及び業務手当につ

きましては、社会情勢及び業務の特殊性を総合的に考慮し、その特殊性が薄らいで

いることを踏まえ、特殊勤務手当及び業務手当を廃止するため、関係条文の改正を

行うものでございます。 

 条例第２条は、給与の定義を定めているもので、給与に含まれないものとして各

種の手当てを列記しておりますが、特殊勤務手当及び業務手当を廃止するため、当

該手当を条文から削るものであります。 

 次に、条例第８条は、特殊勤務手当の支給対象となる業務を定めており、特殊勤

務手当等を廃止することに伴い、当該条項を削除するものでございます。 

 次に、条例第１５条２は、業務手当の算出の規定を定めておりますが、業務手当

を廃止するため、当該手当等を条文から削るものであります。 

 以上、提案の説明とさせていただきます。ご審議をよろしくお願い致します。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１３，議案第８号「山木屋八木辺地に係る総合整備計

画の変更について」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（菅野浩市郎君） 議案第８号、山木屋八木辺地に係る総合整備計画の

変更について 

 辺地にかかる公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律

（昭和３７年法律第８８号）第３条第５項の規定により、別紙総合整備計画書のと

おり変更する。 

  平成２３年３月１０日 

                           川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 平成２０年３月議会定例会で議決を経た平成２０年度から平成２４年度までの山

木屋八木辺地にかかる計画について、その一部を変更するため、議決を求めるもの

である。次のページをお開きください。 
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           総合整備計画書（案） 

                  福島県伊達郡川俣町 山木屋八木辺地 

                （辺地の人口 １６４人 面積 ５.１㎢） 

１ 辺地の概況 

 （1）辺地を構成する字の名称 

   川俣町山木屋字秋葉森山、字石平山、字大久保、字上、字トキウスズ山、字 

  桑向、字桑ノ山、字糀屋山、字坂、字清水、字瀬戸、字世戸四山、宇戸下向山、 

  字八木、字八木西、字八木前、字八木南 

 （2）地域の中心の位置 

   川俣町山木屋字坂２５ 

 （3）辺地度点数 

   １３８点 

２ 公共的施設の整備を必要とする理由 

 本地域は、人家が山間地に点在する集落で、土地条件、自然条件に恵まれず、農

業生産や生活環境の向上が阻害されている。 

 地域内を走る道路は、未改良、勾配急峻、幅員狭隘区間が多く、改良舗装が望ま

れている。次のページをお開きください。 

３ 公共施設の整備計画 

           平成２０年度から平成２４年度までの５年間 

                                （単位：千円） 

施 設 名  事 業 内 容 
事業

主体
事 業 費

 財 源 内 訳 一般財源のうち辺地

対策事業債の予定額特定財源 一般財源

板宮山・ 

阿間線 

 道路改良舗装工 

 Ｌ＝４０６m

 Ｗ＝５. ０m

 川 

 俣 

 町 

 60,129   －  60,129   57,100 

桑山線 

道路改良舗装工事

 Ｌ＝２２５m

 Ｗ＝４. ０m

 川 

 俣 

 町 

 20,000   －  20,000   19,000 

八木西線 

道路改良舗装工事

 Ｌ＝２２５m

 Ｗ＝４. ０m

 川 

 俣 

 町 

 15,000  15,000   15,000 

     合    計  95,129   －  95,129   91,100 

   それでは、ご説明を申し上げます。 

 山木屋八木辺地は、山木屋字坂２５番地を中心に字秋葉森山、字石平など１７の

字で構成される地域であります。当地域は人家が山間地に点在する集落で、土地条

件、自然条件に恵まれず、農業生産や生活環境の向上が阻害されておりますが、と

りわけ地域内を走る道路は未改良、勾配急峻、幅員狭隘区間が多く、改良舗装が望
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まれていることから、平成２０年３月に総合整備計画を策定し、平成２０年度から

２１年度に町道板宮山・阿間線、また、平成２２年度には町道桑ノ山線の道路改良

舗装工事を実施いたしました。本計画の変更につきましては、平成２３年度に町道

八木西線の未舗装区間全長３１７メートル、幅員４メートルを整備する内容を追加

するものであり、辺地にかかる公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等

に関する法律第３条第５項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。

以上で説明といたします。 

         ◇          ◇        ◇    

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１４，議案第９号「小島田代辺地に係る総合整備計画

の策定について」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（菅野浩市郎君） 議案第９号、小島田代辺地に係る総合整備計画の策

定について 

 辺地にかかる公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律

（昭和３７年法律第８８号）第３条第１項の規定により、別紙総合整備計画のとお

り定める。 

  平成２３年３月１０日 

                           川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 平成２３年度から平成２７年度までの小島田代辺地に係る計画を定めるため、議

決を求めるものである。次のページをお開きください。 

           総合整備計画書（案） 

                 福島県伊達郡川俣町 小島田代辺地 

                 （辺地の人口 １４４人 面積 ５．０㎢） 

１ 辺地の概況 

（1）辺地を構成する字の名称 

   川俣町大字小島字井戸神、字入、字入中平、字入脇、字梼野、字上松ヶ柴、 

  字小倉山、字下松ヶ柴、字袖ヶ作、字田代、字田代前、字立石、字寺久保、字 

  中平、字鍋沢、字鍋沢山、字萩平、字萩平山、字林添、字原、字平ケ前、字前、 

  字水境、字水境山、字水ヶ作、字持子、字茂庭、字茂庭前、字柳ヶ作、字神廻 

（2）地域の中心の位置 

   川俣町大字小島字原１９－１ 

（3）辺地度点数 

   １３５点 

２ 公共的施設の整備を必要とする理由 

 本地域は、人家が山間地に点在する集落で、土地条件、自然条件に恵まれず、農

業生産や生活環境の向上が阻害されている。 

 地域内を走る道路は、未改良、勾配急峻、幅員狭隘区間が多く、改良舗装が望まれ
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ている。次のページをお開きください。 

３ 公共施設の整備計画 

         平成２３年度から平成２７年度までの５年間 

                                （単位：千円） 

施 設 名  事 業 内 容 
事業

主体
事 業 費

 財 源 内 訳 一般財源のうち辺地

対策事業債の予定額特定財源 一般財源

町道 

神廻山・ 

田代前線 

道路改良舗装工事

 Ｌ＝６４２m

 Ｗ＝５. ０m

 川 

 俣 

 町 

100,000   － 100,100  100,000 

     合    計 100,000   － 100,000  100,000 

   それでは、ご説明をいたします。 

小島田代辺地は、小島字原１９番地の１を中心に字井戸神、字入など３０の字で構

成される地域であります。当地域は、人家が山間地に点在する集落で、土地条件、

自然条件に恵まれず、農業生産や生活環境の向上が阻害されておりますが、とりわ

け地域内を走る道路は、未改良、勾配急峻、幅員狭隘区間が多く、改良舗装が望ま

れていることから、平成２３年度から２７年度の５か年で町道神廻山・田代前線の

全長６４２メートル、幅員５メートルを整備する計画を策定し、辺地にかかる公共

的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定に

基づき、議会の議決を求めるものでございます。以上で説明といたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１５，議案第１０号「川俣町国民健康保険条例の一部

を改正する条例」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（佐藤真寿夫君） 議案第１０号、川俣町国民健康保険条例の一部を改

正する条例 

 川俣町国民健康保険条例（昭和３４年川俣町条例第９８号）の一部を次のように

改正する。 

 第７条中「３５０，０００円」を「３９０，０００円」に改める。 

 附則第３項を削る。 

  附 則 

１ この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 施行日前に出産した被保険者に係る川俣町国民健康保険条例第７条の規定によ

る出産育児一時金の額については、なお従前の例による。 

平成２３年３月１０日 

                           川俣町長 古川道郎 
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（提案理由） 

 健康保険法施行令等の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 ご説明申し上げます。 

 本条例の一部改正は、国保加入被保険者の出産育児一時金にかかる改正規定でご

ざいます。現行は、条例附則第３号の規定によりまして、平成２１年１０月から平

成２３年３月までの期間を経過措置規定として出産育児一時金を３９万円支給して

まいりましたが、健康保険法施行令等の一部を改正する政令に基づきまして、この

附則第３項を削り、条例第７条の本則で３９万円と規定し支給するため、所要の改

正を行うものであります。本改正規定は、附則により平成２３年度４月１日施行と

するものであります。なお、規定で定めるところにより、産科医療補償制度に加入

する医療機関等で出産される場合、掛け金相当の３万円を加算いたしますので、出

産育児一時金は３９万円とプラス３万円の合計４２万円となります。以上、議案第

１０号の説明とさせていただきます。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１６，議案第１１号「町道路線の認定、変更及び廃止

について」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（沢井一雄君） 議案第１１号、町道路線の認定、変更及び廃止につい

て 

 町道の路線を次のように認定、変更及び廃止する。 

１．認定する路線 

路線番号 路 線 名
起   点

重要な経過地
終   点

１１１６ 八反田線
川俣町字八反田 22-4 先

八反田地内
川俣町字八反田 34-2 先

１１１７ 八反田・瓦町線
川俣町字八反田 32-8 先

瓦町地内
川俣町字瓦町 3 先

１１１８ 七窪・合ノ内線
川俣町字七窪 8-10 先

合ノ内地内
川俣町飯坂字合ノ内 13-2 先

１１１９ 川原田支線２号
川俣町字川原田 7-6 先

川原田地内
川俣町字川原田 1-5 先

２１７５ 油田２号線
川俣町大字鶴沢字油田 21-2 先

油田地内
川俣町大字鶴沢字油田 19-1 先
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路線番号 路 線 名
起   点

重要な経過地
終   点

２２２９ 聖前・沢目木線
川俣町大字東福沢字聖前 21 先

聖前地内
川俣町大字東福沢字沢目木 10-1 先

３０６４ 十二社線
川俣町大字羽田字十二社 7-8 先

十二社地内
川俣町大字羽田字十二社 7-7 先

３０６５ 十二社支線１号
川俣町大字羽田字十二社 7-11 先

十二社地内
川俣町大字羽田字十二社 7-17 先

３０６６ 十二社支線２号
川俣町大字羽田字十二社 7-18 先

十二社地内
川俣町大字羽田字十二社 7-25 先

３０６７ 上赤坂線
川俣町大字羽田字上赤坂 10 先

上赤坂地内
川俣町大字羽田字上赤坂 2-2 先

４０４９ 壁屋・東線
川俣町大字小島字壁屋 42-1 先

東地内
川俣町大字小島字東 18-1 先

５０４０ 八反田線
川俣町飯坂字八反田 17-4 先

八反田地内
川俣町飯坂字八反田 12 先

５０４１ 八反田支線１号
川俣町飯坂字八反田 13-5 先

八反田地内
川俣町飯坂字八反田 13-6 先

５０４２ 八反田支線２号
川俣町飯坂字八反田 24-3 先

八反田地内
川俣町飯坂字八反田 25-1 先

５０４３ 米子田２号線
川俣町飯坂字米子田 22-4 先

米子田地内
川俣町飯坂字米子田 7-1 先

８０８２ 下平２号線
川俣町山木屋字下平 59 先

下平地内
川俣町山木屋字下平 13 先

２．変更する路線 

路線番号
新

旧
路 線 名

起   点
重要な経過地

終   点

１０８９

旧
上桜・

仁井町線

川俣町字上桜 9-10 先

仁井町地内
川俣町字仁井町 23-3 先

新
川俣町字上桜 9-10 先
川俣町字仁井町 24-4 先
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路線番号
新

旧
路 線 名

起   点
重要な経過地

終   点

２１５５

旧
細越・

笛田線

川俣町大字鶴沢字細越 16-5 先

笛田地内
川俣町大字鶴沢字笛田 8-11 先

新
川俣町大字鶴沢字細越 16-5 先
川俣町大字鶴沢字笛田 8-7 先

３０１１

旧
仲ノ坪・

塚ノ越線

川俣町大字羽田字仲ノ坪 1-1 先

仲ノ坪地内
川俣町大字羽田字塚ノ越 21-3 先

新
川俣町大字羽田字仲ノ坪 1-1 先
川俣町大字羽田字塚ノ越 22-3 先

４０３５

旧

北成沢線

川俣町大字小島字北成沢 88 先

北成沢地内
川俣町大字小島字北成沢 3 先

新
川俣町大字小島字北成沢 88 先
川俣町大字小島字北成沢 5-1 先

８０６８

旧
問屋・

広野原線

川俣町山木屋字問屋 38-7 先

問屋地内
川俣町山木屋字広野原 11 先

新
川俣町山木屋字問屋 41-2 先
川俣町山木屋字広野原 11-1 先

３．廃止する路線 

路線番号 路 線 名
起   点

重要な経過地
終   点

１０４７
八反田・

鉄炮町線

川俣町字八反田 22-4 先
瓦町地内

川俣町字瓦町 3 先

  平成２３年３月１０日 

                            川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項及び同法第１０条第２項、同

条第３項の規定により、町道路線の認定、変更及び廃止をするものである。 

 ご説明を申し上げます。 

 本案は道路法の規定により、町道路線の認定及び廃止をしようとするものでござ

います。路線名の順に、路線名位置図を参考にしながらご説明してまいりたいと思

いますので、次のページをお開きください。路線認定図の最初の１１１６と１１１
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７は、関連するものでございます。１１１６、八反田線につきましては、八反田地

内の町道桜・新道線から町道日和田・宮町支線１号を結ぶもので、道路台帳整備の

ため、路線の見直しをするものです。八反田・瓦町線につきましては、町道日和

田・宮町線と町道日和田・中丁線を結ぶ道路です。道路台帳整備のため、路線の見

直しをするものです。位置につきましては、八反田橋のところでございます。次の

ページをご覧ください。１１１８、七窪・合ノ内線につきましては、七窪地内から

飯坂合ノ内を結ぶ広瀬川左岸の道路を新たに認定するものでございます。次のペー

ジをお開きください。１１１９、川原田支線２号につきましては、川原田地内の町

道川原田線から国道３４９号線を結ぶ広瀬川右岸にできる予定の河川管理道路を新

たに認定するものでございます。次のページをご覧いただきます。２１７５、油田

２号線につきましては、鶴沢字油田地内の町道鶴東・鉄炮町線から町道油田線を結

ぶ新たに認定するものでございます。次のページをお開きください。２２２９、聖

前・沢目木線につきましては、東福沢字聖前地内の道路を新たに認定するものです。

次のページをご覧いただきたいと思います。３０６４、３０６５、３０６６は、関

連するものでございます。３０６４、十二社線、３０６５、十二社支線１号、３０

６６，十二社支線２号につきましては、羽田字十二社地内において、宅地分譲区内

の道路で、町道認定申請のあった路線を新たに認定するものです。次のページをお

開きください。３０６７、上赤坂線につきましては、羽田字上赤坂地内の町道柿ノ

久保・北赤山線から町道石橋・北山入線を結ぶ道路を新たに認定するものでござい

ます。次のページをご覧ください。４０４９、壁屋・東線につきましては、町道壁

屋線の改良工事に合わせた道路区域の変更により、町道区域から外れるもので、新

たに認定するものでございます。次のページをお開きください。５０４０、５０４

１、５０４２は、関連するものでございます。５０４０、八反田線、５０４１、八

反田支線１号、５０４２、八反田支線２号につきましては、飯坂字八反田地内の主

要地方道原町・川俣線から町道下谷沢・八反田線までの道路とその支線について、

新たに認定するものでございます。次のページをご覧いただきます。５０４３、米

子田２号線につきましては、飯坂字米子田地内の町道米子田線と町道下谷沢・八反

田線までの道路を新たに認定するものでございます。次のページをお開きください。

８０８２、下平２号線につきましては、山木屋字下平地内の道路を新たに認定する

ものでございます。 

 次のページからは、変更路線の位置についてでございます。１０８９、上桜・仁

井町線につきましては、字仁井町地内の終点の位置を町所有地に合わせて延長する

ものでございます。次のページをお開きください。２１５５、細越・笛田線につき

ましては、鶴沢字笛田地内の終点の位置を町所有地に合わせて延長するものでござ

います。次のページ、３０１１、中の坪・塚ノ越線につきましては、羽田字塚ノ越

地内で県道月舘・川俣線の工事で終点が変更になったので、認定の見直しをするも

のでございます。次のページをお開きください。４０３５、北成沢線につきまして

は、小島字北成沢地内で終点を国道３４９号線まで延長するものでございます。 
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次のページ、８０６８、問屋・広野原線につきましては、山木屋字問屋地内で起点

を変更し、国道１１４号線の道路区域と整合させるものでございます。次のページ

をお開きください。廃止の路線についてでございます。１０４７、八反田・鉄炮町

線につきましては、路線の見直しにより認定する路線１１１６、八反田線、１１１

７、八反田・瓦町線と重複をするもので、廃止するものでございます。 

 以上、提案させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで昼食のため休憩いたします。再開は午後１時です。 

  （正     午） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。 

  （午後１時００分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１７，議案第１２号「川俣町町営住宅条例の一部を改

正する条例」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（沢井一雄君） 議案第１２号、川俣町町営住宅条例の一部を改正する

条例 

 川俣町町営住宅条例（平成４年川俣町条例第２号）の一部を次のように改正する。 

 別表１及び別表２を別紙のように改める。 

  附 則 

 この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

 平成２３年３月１０日 

                              川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 老朽化した町営住宅の用途を廃止するため、所要の改正を行うものである。 

 それでは、ご説明を申し上げます。 

 本案は、町営住宅の条例に定める団地及び住宅のうち、耐用年数を経過した老朽

住宅の用途を廃止しようとするために、所要の改正を行うものであります。それで

は、内容等について、別紙でお配りしております川俣町町営住宅条例新旧対照表を

ご覧頂きたいと思います。 

 団地別について条例別表１、住宅別につきましては、別表２の順に説明をさせて

いただきます。 

 別表１ （第２条関係） 

住宅名 位置 戸数

七窪団地 川俣町字七窪８番地 ２６

ふもと川団地 川俣町大字鶴沢字笛田４番地の１ ８０
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住宅名 位置 戸数

中道団地 川俣町飯坂字中道２２番地の２ １２

賤ノ田団地 川俣町字賤ノ田１番地の１４ ４０

飯坂団地 川俣町飯坂字北古堂道内４０番地の１ １０

小綱木団地 川俣町小綱木字反田３３番地 １０

小綱木団地 川俣町小綱木字反田３６番地の１  ６

壁沢団地１号棟 川俣町字壁沢６番地の１２ ４０

 別表２ （第２条関係） 

住宅名 位置 戸数

小作住宅 川俣町字小作２５番地ほか  ９

山木屋教員住宅 川俣町山木屋字大清水３番地ほか  ４

賤ノ田教員住宅 川俣町字東大清水１２番地の１  １

天神入住宅 川俣町字天神入２番地  １

本町住宅 川俣町字本町６７番地  ２

後田住宅 川俣町字後田２６番地  １

八反田住宅 川俣町字八反田２２番地ほか  ３

柏崎住宅 川俣町字柏崎８８番地の８  ２

山木屋大清水住宅 川俣町山木屋字大清水２番地の７  １

壁沢住宅２号棟 川俣町字壁沢６番地の１２ ４０

   別表１、団地４棟減、別表２、住宅で８棟減、全体で１２棟の用途の廃止となる

ものでございます。 

 以上、提案の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願い致します。

◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１８，議案第１３号「川俣町道路占用料徴収条例の一

部を改正する条例」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（沢井一雄君） 議案第１３号、川俣町道路占用料徴収条例の一部を改

正する条例 

 川俣町道路占用料徴収条例（昭和６１年川俣町条例第２号）の一部を次のように

改正する。 

 第３条中第５号を第６号とし、第４号を第５号とし、第３号を第４号とし、同条

第２号中「日本鉄道建設公団」を「独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機

構」に改め、「新幹線鉄道保有機構が建設し、保有し、又は大規模な災害復旧を行

う鉄道並びに」を削り、同号を同条第３号とし、同条第１号中「道路法施行令（昭

和２７年政令第４７９号。以下「政令」という。）」を「政令」に改め、同号を同条

第２号とし、同号の前に次の１号を加える。 
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 （1）道路法施行令（昭和２７年政令第４７９号。以下「政令」という。）第１１ 

   の７第１項に規定する応急仮設住宅 

  別表を別紙のように改める。 

  附 則 

１ この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の川俣町道路占用料徴収条例の規定は、この条例の施行の日以後の占用 

 の期間に係る占用料の額について適用し、同日前の占用の期間に係る占用料の額

については、なお従前の例による。 

  平成２３年３月１０日 

                           川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 道路法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うものである。 

 それでは、ご説明を申し上げます。 

本案は、道路法施行令の一部を改正する政令に基づき、所要の改正を行うもので

あります。川俣町道路占用料徴収条例は、道路法施行令に準拠した内容であり、平

成２０年１月１８日付け政令第５号で同法の改正に伴い、川俣町道路占用料徴収条

例の一部改正するものであります。 

 それでは、変更の内容について、別紙お配りしております川俣町道路占用料徴収

条例新旧対照表でご説明してまいりたいと思いますので、ご覧頂きたいと思います。

まず、下線を引いてあるところをご覧いただきながら対比していただきたいと思い

ます。 

 まず、現行第３条中の第５項を６号とし、第４号を５号とし、第３号を４号と

して、同条中の２号中、日本鉄道建設公団を独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備

支援機構に改めます。新幹線鉄道保有機構が建設し、保有し、又は大規模な災害普

及を行う鉄道施設並びにを削り、同号を同条３号とし、同条第 1 号中、道路法施行

令（昭和２７年政令第４７９号。以下「政令」という。）を政令に改める。同文を

同条２号とし、同号の前に１号を加える。 

 次に、２ページをお開きください。２ページ以降は、占用料金が現行と改正とで

対比されるようになっております。改正後の料金が約３０％減額となる改正となっ

ておりますので、ご覧頂きたいと思います。 

 以上で提案の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１９，議案第１４号「訴えの提起について」を議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（沢井一雄君） 議案第１４号、訴えの提起について 

 川俣町は町営住宅の明け渡し等の請求に関し、次のとおり訴えを提起する。 

１ 訴訟事件名 
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  川俣町町営住宅の明け渡し請求事件 

２ 当事者 

  原 告 川俣町字五百田３０番地 

      川俣町 

      上記代表者 町長 古川道郎 

  被 告 川俣町小網木字反田３６番地の１ 

      小網木団地６１１号 

      菅野 一宏 

３ 請求の趣旨 

  被告について、町営住宅の明け渡しを求め、家賃の滞納額並びに明け渡し請求 

 後の損害の支払いを求め、かつ、訴訟費用を被告の負担とするとの判決及び仮執 

 行の宣言を求める。 

４ 授権事項 

  町長は、訴えの取り下げ、裁判上の和解又は請求の放棄、あるいは判決結果に

よる上訴等の必要な行為を行うことができるものとする。 

５ 管轄裁判所 

  福島簡易裁判所 

  平成２３年３月１０日 

                            川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 町民住宅明け渡し並びに滞納家賃の支払いを求める訴えを提起するため、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の

議決を求めるものである。 

 ご説明を申し上げます。 

 本提起につきましては、川俣町町営住宅の明け渡し等の請求に関し、訴えを提起

することについて、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づき、議会の議

決を求めるものでございます。 

長期にわたり不在で、町営住宅の住宅使用の実態が認められない１名の入居者に

対し、住宅の明け渡し請求を行うための訴えの提起であります。昨年６月頃より電

気が止まり、ガス、水道も使用されていない状態であり、定期的に訪問をし、確認

をしておりましたが不在であり、郵便物等が放置された状態が続いております。本

人、家族及び連帯保証人等を訪問いたし、所在、連絡先の情報を得ようといたしま

したが、現在も所在不明の状態であります。 

以上、提案の説明とさせていただきます。ご審議をよろしくお願いします。 

       ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここでおはかりいたします。 

 日程第２０，議案第１５号から日程第２４，議案第１９号までは、平成２２年度

各会計の補正予算です。以上５件を一括議題とし、所管が同じ議題はまとめて説明
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を受けたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって以上５件は、一括議題とすることに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２０，議案第１５号「平成２２年度川俣町一般会計補

正予算（第７号）」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（菅野浩市郎君） 議案第１５号 平成２２年度川俣町一般会計補正予

算(第７号)について説明した。         ◇          ◇

◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２１，議案第１６号「平成２２年度川俣町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）」、日程第２２，議案第１７号「平成２２年度川俣町

介護保険特別会計補正予算（第５号）」、日程第２３，議案第１８号「平成２２年度

川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」、以上３件を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（佐藤真寿夫君） 議案第１６号 平成２２年度川俣町国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）、議案第１７号 平成２２年度川俣町介護保険特別会計

補正予算（第５号）、議案第１８号 平成２２年度川俣町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２４，議案第１９号「平成２２年度川俣町工業団地造

成事業特別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。産業課長。 

○産業課長（沢口 進君） 議案第１９号 平成２２年川俣町工業団地造成事業特別会

計補正予算（第１号）について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで休憩いたします。再開は午後２時２０分といたします。 

                           （午後２時０５分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。         （午後２時２０分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） おはかりいたします。 

 日程第２５，議案第２０号から日程第３７，議案第３２号までは平成２３年度各

会計の当初予算です。以上１３件を一括議題とし、所管が同じ議題はまとめて説明

を受けたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 
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 よって以上１３件は、一括議題とすることに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２５，議案第２０号「平成２３年度川俣町一般会計予

算」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（菅野浩市郎君） 議案第２０号 平成２３年度川俣町一般会計予算に

ついて説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２６，議案第２１号「平成２３年度川俣町国民健康保

険特別会計予算」、日程第２７，議案第２２号「平成２３年度川俣町介護保険特別

会計予算」、日程第２８，議案第２３号「平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別

会計予算」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（佐藤真寿夫君） 議案第２１号 平成２３年度川俣町国民健康保険特

別会計予算、議案第２２号「平成２３年度川俣町介護保険特別会計予算」、議案第

２３号「平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算」について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで休憩いたします。再開は３時５５分といたします。 

                           （午後３時４２分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。         （午後３時５５分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２９，議案第２４号「平成２３年度川俣町水道事業会

計予算」、日程第３０，議案第２５号「平成２３年度川俣町簡易水道事業特別会計

予算」、以上２件を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（沢井一雄君） 議案第２４号 平成２３年度川俣町水道事業会計予算、

議案第２５号 平成２３年度川俣町簡易水道事業特別会計予算について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第３１，議案第２６号「平成２３年度川俣町奨学資金特

別会計予算」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。こども教育課長。 

○こども教育課長（佐藤光正君） 議案第２６号 平成２３年度川俣町奨学資金特別会

計予算について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第３２，議案第２７号「平成２３年度川俣町工業団地造

成事業特別会計予算」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。産業課長。 
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○産業課長（沢口 進君）議案第２７号 平成２３年度川俣町工業団地造成事業特別会

計予算について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第３３，議案第２８号「平成２３年度川俣町小島財産区

特別会計予算」、日程第３４，議案第２９号「平成２３年度川俣町飯坂財産区特別

会計予算」、日程第３５，議案第３０号「平成２３年度川俣町大綱木財産区特別会

計予算」、日程第３６，議案第３１号「平成２３年度川俣町小綱木財産区特別会計

予算」、日程第３７，議案第３２号「平成２３年度川俣町山木屋財産区特別会計予

算」、以上５件を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（仲江泰宏君） 議案第２８号から、議案第３２号までの平成２３年度川俣

町小島・飯坂・大綱木・小綱木・山木屋財産区特別会計予算について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

◎散会の宣告

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で本日の日程は終了いたしました。

 これから各常任委員会を開催していただき、委員会の日程等について協議願います。

なお、各常任委員会の運営については、各常任委員長にお願いいたします。

 明日１１日は、議案調査のため休会といたします。１２日は土曜日、１３日は日曜

日のため、休会といたします。１４日月曜日は、午前１０時に本会議を開き、一般質

問を行います。

 本日は、これをもって散会といたします。ご苦労さまでした。

                           （午後４時４３分）
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